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　日本海は隣接する海域と繋がる海峡の水深が浅い縁辺海であるため，過去の海水準変動に強く影響を受けて

きた．約2万年前の最終氷期最盛期（LGM）には大陸氷床が大きく発達し，海水準が現在よりも約130 m低

かった．これは現在の対馬海峡や津軽海峡の水深とほぼ同程度であるため，当時の日本海は孤立した状態にあ

り対馬暖流は流入していなかったと考えられている．その後，氷期から後氷期にかけて起こった大陸氷床の融

解によって，海水準は徐々に上昇するが，古生物学的記録によるとまず最初に日本海に流入したのは親潮であ

り，その後対馬暖流の流入が続いたことが示唆されている．現在の対馬暖流は対馬海峡側と津軽海峡側の海面

差によって駆動されているが，全球的な海水準の変化が日本海の海流系をどのように変化させてきたのか海洋

物理学的な見地から迫った例は少ない．堆積物コアに基づく古海洋学研究は，ある地点における時系列データ

を得意とする一方で，面的な広がりを議論するには多大な労力と様々な制約ゆえに限界がある．他方，物理モ

デルは計算機資源の制約もあり数万年に及んだ時間解像度の高い情報を得るのは難しいが，面的な海流系のシ

ミュレーションを得意とする．こういった両者の特徴を上手く生かし補い合うことで新たな知見が得られるこ

とを期待する．本講演では，上述した問題意識の元に期待される古海洋学と海洋物理学のコラボレーションに

ついて構想を紹介する．
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